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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  Ａ６ 教育情報メディア 

 

 ２．研 究 課 題 名  国際化・大学連携の中での情報倫理教育－教材検討と教育プログラム－ 

 

 ３．研 究 期 間  平成２３年４月 日 ～ 平成２４年３月３１日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

中村 純 広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

岡部 成玄 北海道大学・情報基盤センター 教授  

山之上 卓 鹿児島大学・学術情報基盤センター 教授  

辰己 丈夫 東京農工大学・総合情報メディアセンター 准教授  

上原 哲太郎 NPO 法人情報セキュリティ研究所 研究員  

深田 昭三 愛媛大学・教育学部 教授  

多川 孝央 九州大学・情報基盤研究開発センター 助教  

村田 育也 北海道教育大学・教育学部旭川校 准教授  

山田 恒夫 放送大学 ICT 活用・遠隔教育センター 

国際連携部門 

教授  

中西 通雄 大阪工業大学・情報科学部 教授  

布施 泉 北海道大学・情報基盤センター 教授  

 

  

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

本研究の目的は、高等教育における情報倫理教育のために効果的な教材を検討し，当該教材を用

いた学習者の学習効果を確認することにある。また、効果的な学習のための学習プログラムの検討

も同時に進めている。 

私たちは、情報倫理ビデオを継続的に開発してきた。しかし、情報社会の進展により、最新のものでも

2008 年度のものであり、内容は古くなっている。そのまま使えるもの、使えないもの、新たに検討すべきもの

等があるが、どのように整理し、利用していくかを検討すべき時期にきている。また、開発したビデオは、国

際的にも評価されており、多言語化していく可能性も考えられる。 

 

ビデオの他、私たちはそれと同じシナリオを持つマンガを試作し、ビデオとマンガを併用して学習を行うモ

デルを提案してきた。ビデオとマンガの違いは、内容を確認するために、固定した時間を有するか否か（自

分の好みのスピードで視聴したり、読むことができるか）、音声を有するか否かにある。どのような媒体を使う

かにより、多言語化のしやすさも多いに変わることになる。 

 

 以上の点を検討するために、１１月２３日に、研究代表者・分担者が集まり、研究打ち合わせを行った。 

検討した内容は次の通りである。 
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（研究成果のつづき） 

 

 ・現在の情報技術の進展により、新たに題材にすべき学習項目の抽出 

 ・新たなビデオのテーマの絞り込み 

 ・内容の概略についてのシナリオ化 

 

更に、北海道大学のメンバーで開発したビデオシナリオのマンガ教材の配布等についての検討を行った（メ

ンバーは当該シナリオの著作者であることから、その二次的著作物のマンガ教材の活用について、意見交

換を行った）。12 月の大学 ICT 推進協議会では、ビデオシナリオから展開したマンガ教材（中国語版を含

む）を、ブースで配布し、大学連携での教材活用の可能性を示した。 

 

【研究打ち合わせ成果】 

ビデオ開発関連 

１．新たに題材にすべきテーマ 

  ・インターネットが可能にしたプライバシーデータの漏えい 

  ・スマートフォン 

  ・ウイルス関係・アドウェア、マルウェア関連 

  ・パスワード関連全般の見直し 

  ・メディアリテラシー 

  ・地理情報の活用 

２．既存のものに修正を要するもの 

  ・ワーム型ウィルス → マルウェア関連 

  ・メールのマナー：見直し 

  ・掲示板管理者の心構え →ブログ等のコメント欄の扱い方 

  ・架空請求「振り込め詐欺」→ワンクリック送金 

  ・無線 LANただ乗りのリスク → 設定のセキュリティが当初から変わったことによる修正要 

 

関連の成果発表等 

1．情報倫理ビデオを用いた学習手法 －役割取得を通しての認識の深化を求めて－ 

  布施泉，岡部成玄 

  大学ＩＣＴ推進協議会年次大会講演論文集（CD-ROM），68-71(2011). 

 

2．情報倫理ビデオの目指したもの 

  中村純 

  情報処理学会誌，Vol.53, 304-309(2012). 

 

3．北海道大学における全学教育としての情報教育 

  布施 泉，岡部 成玄 

  情報処理学会誌，Vol.52，1341-1345 (2011). 

 

上記の 1では、既に開発し、内容が古いビデオ教材であっても、効果的な活用ができる可能性を示した。つ

まり、ビデオが感情導入をしやすい媒体であることを利用し、ビデオのストーリーを起点とし、別の問題を連

想させるための導入として当該ビデオを利用する方法である。 

２はこれまでのビデオ開発のまとめを行い、今後の可能性について、検討を行ったものである。 

 

更に，開発したマンガ教材の多言語化、音声入力された教材の試作により、効果的な学習プログラムにつ

いての再検討を行った。 

以上の研究を踏まえた今後の展開が期待される。 

 

 

 


